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令和元年度 佐賀県地方協議会の取り組みについて

平成２８～２９年度の２年間でパイロット事業（実証実験）を実施。
【平成２８年度】
（事業概要） 集荷と幹線輸送のドライバー分離による拘束時間削減
（ 荷 種 ） 冷凍食品
【平成２９年度】
（事業概要） ピッキング方式変更による積込み時間の短縮
（ 荷 種 ） 生活用品

令和元年度の実施事項

佐賀県地方協議会における検討テーマ

〇特に荷待時間が長い対象輸送分野（加工食品、紙・パルプ、建設資材）別の懇談会における検討
内容について周知を行う。

〇対象輸送分野の中から一つ以上検討するテーマを選定し、佐賀県における課題の整理、課題に対
する改善策の活用等について検討を行う。
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【テーマ】 加工食品

【選定理由】 佐賀県において、
・加工食品の輸送は、建設資材、紙・パルプの輸送と比較して圧倒的に多い。
・冷凍食品輸送を対象に、平成２８年度パイロット事業を実施した実績。

（参考）これまでの取り組み
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加工食品物流の課題 【佐賀県】

平成２８年度パイロット事業の実施結果

今後の課題

（対応課題）

関東・関西便において、集荷・配達が複数箇所にわたり、さらに配達が午前中指定であるケースも多く
拘束時間が長い。
（実施内容）
集荷を担当する運転者と、集荷後の長距離運送と配達を担当する運転者の２名に分けて運送を行う。
（実施結果）
運転者一人あたりの拘束時間の減少。
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① 集荷専門の運転手の確保
通年可能にするには、運転手の増員が必要。

② ２日目以降の時間短縮
「集荷」と「長距離運送＋配達」を分けた実証であるため、集荷を行う初日については運転者一人
あたりの負荷が軽減されるが、２日目以降には効果が及ばない。

③ 運行計画を厳しくする着荷主の時間指定等の解決
着荷主の要求するリードタイム、倉庫の入庫受付時間などの見直し。

④ コスト増への対応
運転者を２名に分けることで、運転者一人あたりの労働時間は改善しているが、２名の労働時間
を合計すると従来よりも増加。
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加工食品物流の課題の発生個所

加工食品メーカー

Ｂ Ｃ

発生個所Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ
【メーカー・卸荷積み時、卸・物流センター荷卸し時】

・荷積み・荷卸し時に長時間の荷役作業が発生
⇒ 【荷役時間の削減】

発生個所Ｃ・Ｅ・Ｇ
【卸・物流センター・小売店舗荷卸し時】

・荷卸し場所の処理能力や車両集中に起因する
待ち時間の発生
⇒ 【荷待ち時間の削減】

卸売事業者

Ｄ

発生個所Ａ・Ｂ・Ｄ
【小売・卸発注時、メーカー・卸出荷時】

・発注から短期間での納品、特定の日に物量が集中
⇒ 【受発注条件の見直し】

発生個所Ｃ・Ｅ・Ｇ
【卸・物流センター・小売店舗荷卸し時】

・業界の慣習や目視等による長時間の検品作業
⇒ 【検品時間の削減】

物流センター 小売店舗

小売事業者

ＧＦＥ

Ａ Ａ
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【参考資料】平成２８年度パイロット事業概要
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【参考資料】平成２９年度パイロット事業概要
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